
公立学校共済組合直営病院（７病院）の

概要・施設面での課題



1 公立学校共済組合の７病院の紹介
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• ７病院中５病院の施設は、築年数３０年以上経過
• 人件費上昇、物価高騰

さらに、人口減少や患者構成の変化、病床再編への対応が
求められており、経営を取り巻く環境が厳しさを増している。

公立学校共済組合病院の施設面の課題

患者等の施設利用者の
安全・安心確保

地域医療の継続性を支える
機能再編と経営改善

保全を基本とする
施設維持

選択的（段階的）改修による
病院機能強化・維持・見直し

※モデル施設を設定して検討

中長期保全計画の中で整理
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築後30年程度

建築

築0年

従来の病院施設整備

建替（改築）

築後60年程度

保全

今後の病院施設整備の方向性①

保全

建替（改築）
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建築

築0年

建替（改築）

今後の病院施設整備

経営改善

今後の病院施設整備の方向性②

建物寿命

全面改修
選択的（段階的）改修
（部分的機能強化・維持・見直し）

築後30年程度 築後50～60年程度

保全 保全保全

必要に応じて断続的に選択的（段階的）改修を行った結果、
長期的・最終的には建物の大部分の改修が完了し、
全面改修が不要となることも。

現在



5 方向性を踏まえた検討

人件費・物価の高騰等で改築困難 全面改修は、改築費と同等又はそれ以上となる場合がある

そのため、病院の目指す方向性に応じた具体的取組みの明確化が必要

選択的（段階的）改修による対応が現実的

＋



6 検討イメージ

急性期
拠点機能

目指す病院 実現するための方策

高齢者に多い疾患の受入

ICU・HCU機能の拡充

救急初療室（ER）の高度化

ハイブリッドER・
画像一体型診療基盤の構築

動線の整備
・・・

集中モニタリングセンターの設置
・・・

・・・

・・・

・・・

〇〇〇
・・・

〇〇〇
・・・

部門 施設面での取組

救急医療の提供

重症患者対応力の強化
（救急・集中治療機能）

・・・

〇〇〇
・・・

入院早期からの
リハビリテーションの提供

〇〇〇
・・・

入院部門

外来部門

中央診療部門

手術、検査、画像診断、
リハビリテーション、人工透析、
薬剤、栄養、地域連携、

健診、その他

入院部門

入院部門

高齢者救急・
地域急性期

機能

選択的
改修



7 アウトプットの活用

病院の経営計画の策定に当たり、

目指す病院を実現するための方策 と その実現に必要な施設整備を一体的に整理 し

経営判断やその後の施設整備計画につなげる予定

具体的な活用（例）

(1) 目指す病院を実現するための方策と、期待される効果（収入増・稼働率改善等）を整理

(2) 施設面での取組みを、整備内容・費用規模・改修時の課題や対応策を含めて複数比較

(3) あらためて(1)の方策・効果と(2)の施設面での取組みを一体的に検討して、病院にとって最適な選択をし、病院機能の

     目標水準を調整。

※仮に効果が高くても（多くの収入増が見込まれる等）、施設整備費が過大となった場合は、より安価な施設面での

           取組みも検討する場合もあり、理想論ではなく、経営余力を踏まえた実現可能な病院機能の目標を設定。

(4)   目指す病院を実現するための方策ごとに検討・整理し、現実的な経営計画を策定の上、施設整備の計画を検討する。



8 （参考）想定しうる公立学校共済組合病院の位置づけ

当共済組合の病院は、新たな地域医療構想で示されている医療機関機能のうち、
主として高齢者救急・地域急性期機能を担うことが想定される。

※一医療機関が「複数の医療機関機能」を報告可能（機能の複合化）

急性期拠点機能 高齢者救急・地域急性期機能

専門等機能 在宅医療等連携機能

当組合病院の機能



9【参考】令和7年8月27日地域医療構想及び医療計画等に関する検討会資料

※（ ）は各病院の二次医療圏の人口（ 2020年人口。地域医療情報システムより抜粋。）

東海中央（79.3万人）、東北中央（53.2万人）、中国中央（50.7万人）

九州中央（171.1万人）、関東中央（147.6万人）

北陸中央（12.5万人）、四国中央（8.3万人）

（各病院の区域追記）

区域の人口規模を踏まえた医療機関機能の考え方（案）

※ 地域の実情に応じて、複数の医療機関機能の選択が可能
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2026年 2027年

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

勉強会
•意見交換等

意見整理等

検討会①
•企画・運営段階
での検討・課題
事項等の整理・
意見交換

検討会②
•設計段階での検討・
課題事項の整理・意
見交換

検討会③
•施工段階での
検討・課題事項の
整理・意見交換

とりまとめ

※検討会の実施時期・検討内容は、今後の議論等により変更となる可能性有。

検討スケジュール等

検討を現実に即した内容とするため、公開形式の検討会において、

建設業界・医療業界に関係する者に検討会への御参加を募り、

幅広い者の意見等をお伺いしながら、改修中心の整備を検討。

勉強会及び検討会の意見は、当組合のホームぺージにて公表予定。

（発言者の所属等は属性（※）を公表（※属性・・・設計会社・施工会社・医療機関等）

スケジュール
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山下 哲郎 工学院大学 名誉教授

岡本 和彦 東洋大学理工学部 教授

筧 淳夫 工学院大学建築学部 教授

笠原 隆         公立学校共済組合特任理事

＋

検討会開催に当たっての呼びかけに御参画いただける一般社団法人

    日本医療福祉建築協会会員様や、文部科学省・国立大学法人職員様、

    医療機関の職員様等

事務局 公立学校共済組合本部施設企画部他

検討会の構成員等
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本検討会は、

今後の我が国における病院整備の在り方を検討す

る機会になるものと考えております。

皆様の幅広い御参加をお願い申し上げます。

さいごに
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